
12

企
業
者

⃝
受
付
期
限　
６
月
29
日
㈮
ま
で

※
自
費
で
解
体
撤
去
さ
れ
た
方
の

申
請
受
付
は
終
了
し
ま
し
た
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
2
１

６
４
／
各
庁
舎
市
民
福
祉
課　
表

郷
☎
㉜
２
１
１
３　
大
信
☎
㊻
３

９
７
４　
東
☎
㉞
２
１
１
３

　
５
月
は
「
福
島
さ
わ
や
か
行
政

相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
期
間
で
す
。

　
行
政
相
談
委
員
は
総
務
大
臣
が

委
嘱
す
る
も
の
で
、
行
政
機
関
や

特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料

広報白河　2012.５.１（H24） 広報白河　2012.５.１（H24）

　
市
税
の
納
付
は
お
済
み
で
す
か
。

臨
時
の
納
税
窓
口
を
開
設
し
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
特
別
な
事
情
で
納
税
が

困
難
な
方
の
た
め
に
納
税
相
談
に

応
じ
ま
す
。
納
税
が
困
難
な
こ
と

を
説
明
で
き
る
書
類
な
ど
を
お
持

ち
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

⃝
期
間
　
５
月
24
日
㈭
～
30
日
㈬

※
平
日
は
午
後
８
時
ま
で
窓
口
延

長
。
土
・
日
曜
日
は
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
開
設

⃝
会
場
　
本
庁
舎
収
税
課
（
１
階
）

問
本
庁
舎
収
税
課　
内
２
１
３
３

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
家
屋
等
の
、
解
体

処
理
費
用
支
援
の
申
請
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

⃝
対
象
家
屋
等　
り
災
証
明
書
に

よ
り
全
壊
、
大
規
模
半
壊
、
半
壊

の
判
定
を
受
け
た
一
般
住
宅
、
ア

パ
ー
ト
、
倉
庫
、
物
置
、
車
庫
、

蔵
、
事
務
所
、
店
舗
等
で
二
次
災

害
防
止
の
た
め
こ
れ
か
ら
解
体
処

理
す
る
建
物

⃝
対
象
者　
対
象
家
屋
等
を
所
有

す
る
個
人
、
個
人
事
業
主
、
中
小

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

⃝
行
政
相
談
委
員

▽
内う

ち
だ田
宜よ

し
え枝
（
郭
内
151
）
☎
㉓
３

５
１
８　
▽
中な

か
む
ら村
周し

ゅ
う
じ
ょ
う
常
（
本
町
26
）

☎
㉓
４
３
５
７　

▽
鈴す

ず
き木
賢け

ん
し
ゅ
う秀

（
表
郷
番
沢
字
原
11
）
☎
㉜
３
４

２
０　
▽
内な

い
と
う藤
直じ

き
ほ
う方
（
大
信
下
小

屋
字
西
宿
225
）
☎
㊻
２
５
４
７　

▽
水み

ず
の
や

野
谷
正ま

さ
あ
き明
（
東
栃
本
字
市
倉

22
）
☎
㉞
３
２
３
５　

問
本
庁
舎
総
務
課　
内
２
３
１
３

／
各
庁
舎
総
務
課　
表
郷
☎
㉜
２

１
１
１　
大
信
☎
㊻
２
１
１
１　

東
☎
㉞
２
１
１
１

　　
平
成
24
・
25
年
度
の
新
し
い
保

険
料
率
が
決
定
し
ま
し
た
。

⃝
均
等
割
額
　
４
万
円（
据
え
置
き
）

⃝
所
得
割
額　
７
．
７
６
％
（
前

年
度
比
較
＋
０
．
１
６
％
）

　
平
成
24
年
度
保
険
料
は
、
８
月

中
旬
以
降
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
所
得
の
低
い
方
に
対
す
る
「
保

険
料
の
軽
減
」
は
今
年
度
も
継
続

さ
れ
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
直
前
に
会
社
な
ど
の
健
康
保

険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
に
つ

い
て
は
、
均
等
割
９
割
軽
減
が
継

続
さ
れ
ま
す
（
市
町
村
の
国
民
健

康
保
険
や
国
民
健
康
保
険
組
合
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
）。

問
本
庁
舎
国
保
年
金
課　
内
２
１

７
５
／
福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
☎
０
２
４
︲
５
２
８
︲

９
０
２
５

　
市
内
の
小
学
生
に
よ
る
交
通
安

全
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
す
。

沿
道
か
ら
の
ご
声
援
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
パ
レ
ー
ド
実
施
に

伴
い
、
車
両
通
行
止
め
な
ど
の
交

通
規
制
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝
日
時　
５
月
31
日
㈭
／
午
後
２

時
30
分
か
ら　
※
荒
天
時
の
予
備

日　
６
月
１
日
㈮

⃝
コ
ー
ス
　
白
三
小
～
中
町

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１
６
２

　
４
月
１
日
現
在
、
市
内
に
お
住

ま
い
の
特
定
疾
患
患
者
と
慢
性
透

析
療
法
を
受
け
て
い
る
方
に
、
年

額
３
万
円
の
見
舞
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
申
請
は
５
月
16
日
㈬
か
ら

受
け
付
け
ま
す
。

⃝
必
要
な
も
の　
印
鑑
、
特
定
疾

21 20

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎㉜2111
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎㊻2111
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎㉞2111

くらしの
情 報 館

　
前
回
好
評
を
い
た
だ
い
た
逸
品
め

ぐ
り
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

⃝
日
時
　
５
月
26
日
㈯
／
午
前
11

時
～
午
後
２
時

⃝
募
集
人
数　
32
人　
※
先
着
順

⃝
参
加
料　
１
、
０
０
０
円
（
昼

食
・
軽
食
代
込
み
）

⃝
募
集
期
限　
５
月
24
日
㈭
ま
で

※
コ
ー
ス
は
当
日
発
表
し
ま
す
。

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

白
河
商
工
会
議
所
☎
㉓
３
１
０
１

　
５
月
18
日
㈮
よ
り
集
団
検
診
が

始
ま
り
ま
す
。

　
４
月
１
日
現
在
、
市
の
国
民
健

康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
被
保

険
者
（
40
歳
か
ら
74
歳
）
の
方
に

は
受
診
券
等
を
送
付
し
ま
し
た
の

で
、
実
施
期
間
内
に
受
診
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
各
医
療
機
関
で
の
個
別

検
診
申
込
受
付
は
、
６
月
20
日
㈬

以
降
と
な
り
ま
す
。

問
本
庁
国
保
年
金
課　
内
２
１
７

６

案
内

《平成24年９月１日以降採用》
【大学卒程度】
⃝職種・採用予定人員
　建築　２人程度
⃝資格　昭和53年４月２日から平成３年４月１日までに
　　　　生まれた方で、一級建築士免許または二級建築
　　　　士免許を有する方（学歴不問）
⃝試験日　６月23日㈯・24日㈰
⃝申込受付期間　５月11日㈮～６月１日㈮　※申込用紙
　　　　　　　　は５月２日㈬から配付します。
《平成25年度採用》
【①大学卒程度　前期試験】
⃝職種・採用予定人員
　行政事務　９人程度、土木　３人程度、身体障がい者
　対象（行政事務）１人程度
⃝資格　昭和53年４月２日から平成３年４月１日までに生

まれた方（学歴不問）。身体障がい者対象試験は、
前記に加え、身体障害者福祉法第15条に規定する
身体障害者手帳の交付を受けており、自力で通勤
ができ、介助なしに職務の遂行が可能で、活字印
刷の出題および独力で口述試験に対応できる方

⃝第一次試験日　７月８日㈰
⃝申込受付期間　５月11日㈮～６月８日㈮　※申込用紙
　　　　　　　　は５月２日㈬から配付します。
【②大学卒程度　後期試験】
⃝職種・採用予定人員
　行政事務　若干名、土木　若干名
⃝資格　前期試験と同じ。ただし、前期試験を受験してい

ない方に限る
⃝第一次試験日　10月28日㈰
⃝申込受付期間　８月31日㈮～９月28日㈮　※申込用紙
　　　　　　　　は８月24日㈮から配付します。
【③民間企業等職務経験者　前期試験】
⃝職種・採用予定人員
　行政事務　３人程度	
⃝資格　昭和43年４月２日以降に生まれた方で、平成24年

３月末日現在において民間企業等での正職員として

の職務経験（自営業者、団体職員、公務員としての
職務経験を含む）を５年以上有する方（学歴不問）

⃝第一次試験日・申込受付期間
　①大学卒程度前期試験と同じ
【④民間企業等職務経験者　後期試験】
⃝職種・採用予定人員
　行政事務　若干名
⃝資格　前期試験と同じ。ただし、前期試験を受験してい

ない方に限る
⃝第一次試験日・申込受付期間
　②大学卒程度後期試験と同じ
【⑤高校卒程度】
⃝職種・採用予定人員
　行政事務　２人程度
⃝資格　昭和58年４月２日から平成７年４月１日までに
　　　　生まれた方（大学を卒業した方または平成25年
　　　　３月末日までに卒業見込みの方を除く）
⃝第一次試験日　９月16日㈰
⃝申込受付期間　７月20日㈮～８月17日㈮　※申込用紙
　　　　　　　　は７月13日㈮から配付します。
【⑥資格免許職】
⃝職種・採用予定人員
　幼稚園教諭および保育士　２人程度
⃝資格　昭和58年４月２日から平成５年４月１日までに

生まれた方で、幼稚園教諭免許および保育士資
格を有する方または平成25年３月末日までに幼
稚園教諭免許および保育士資格を取得する見込
みの方（学歴不問）

⃝第一次試験日・申込受付期間
　⑤高校卒程度と同じ
※受験案内および申込用紙は、本庁舎総務課で配付します
（試験方法など詳細は受験案内をご覧ください）。

※郵送での申し込みは、当日消印有効です。
※第二次試験は、第一次試験の合格者を対象に実施します
（日時および場所は別途通知します）。

問本庁舎総務課　内2314

市職員採用試験

　申請により、学生の方（20歳以上）の在学中におけ
る国民年金保険料の納付が猶予される制度です。
⃝対象者
　大学・短期大学・専門学校・高校などの学生（夜間・
通信制を含む）。年齢制限なし　※本人の所得制限あり
⃝特例措置
　猶予期間中の不慮の事態による障がいや死亡などの
場合、一定の要件を満たしていれば、障害年金・遺族
基礎年金が受給できます。猶予期間は老齢年金の受給
資格の期間（最低25年以上）に含まれます。ただし、
猶予された保険料を10年以内に納入しないと、将来受
給する年金額には反映されません。
⃝猶予期間
　毎年４月から翌年３月までで、毎年申請が必要とな
ります。
⃝申請方法
　在学中で初めて申請する方は、本庁舎国保年金課に
申請してください。前年度、既に申請し、年金事務所
に登録されている方は、申請用のハガキが送付されま
すので、必要事項を記入し返送してください。
⃝申請に必要なもの
　①学生証の写しか在学証明書の原本　②印鑑（本人
以外が申請する場合必要）
問本庁舎国保年金課　内2174／各庁舎市民福祉課
　表郷☎㉜2113　大信☎㊻3974　東☎㉞2113

<学生納付特例制度>

白河市第２次行政改革実施計画
（案）パブリックコメント

　本市の行政改革を推進するため、
白河市第２次行政改革実施計画（案）
を策定しましたので、市民の皆さん
からのご意見を募集します。
⃝募集期限　５月21日㈪まで
※応募方法などは、市ホームページ
　をご覧いただくか、お問い合わせ
　ください。
問本庁舎総務課　内2316／各庁舎
　総務課　表郷☎㉜2111　大信☎
　㊻2111　東☎㉞2111

第
２
回
白
河
ま
ち
な
か

逸
品
め
ぐ
り
ツ
ア
ー

生
活
習
慣
病
予
防
健
診

（
特
定
健
診
）

春
の
納
税
強
調
月
間

損
壊
家
屋
等
の
解
体

処
理
支
援

福
島
さ
わ
や
か
行
政
相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

交
通
安
全
鼓
笛
パ
レ
ー
ド

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
料
率

特
定
疾
患
見
舞
金

患
医
療
等
の
受
給
者
証
、
本
人
ま

た
は
保
護
者
名
義
の
預
金
通
帳

問
本
庁
舎
社
会
福
祉
課　
内
２
７

１
４
／
各
庁
舎
市
民
福
祉
課　
表

郷
☎
㉜
２
１
１
４　
大
信
☎
㊻
２

１
１
４　
東
☎
㉞
２
１
１
６
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⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

中
村
流
抜
刀
道
新
誠
会　
美み
の野

☎

ＦＡＸ
０
２
４
︲
９
５
２
︲
５
１
６
１

⃝
日
時
　
５
月
25
日
㈮
／
午
前
10

時
～
午
後
５
時　
※
予
約
不
要

⃝
会
場
　
中
央
公
民
館
（
天
神
町
）

⃝
内
容
　
離
婚
、
相
続
、
土
地
・

建
物
、
金
銭
等
を
め
ぐ
る
問
題
な

ど
（
秘
密
厳
守
）

問
白
河
調
停
協
会
（
福
島
家
庭
裁

判
所
白
河
支
部
内
）
☎
㉒
５
５
５

５

広報白河　2012.５.１（H24） 広報白河　2012.５.１（H24）

照
明
灯
、
防
犯
灯
の
不
具
合
（
点

滅
・
球
切
れ
）

　
ま
た
、
庭
や
山
林
の
樹
木
で
、

道
路
通
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い

る
枝
な
ど
に
つ
い
て
は
、
各
自
、

伐
採
や
せ
ん
定
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
道
路
河
川
課　
内
２
２

７
２
／
各
庁
舎
事
業
課　
表
郷
☎

㉜
４
７
８
６　
大
信
☎
㊻
２
１
１

５　
東
☎
㉞
２
１
１
４

⃝
日
時
　
▽
学
科
　
６
月
８
日
㈮

／
午
前
10
時
～
正
午　
▽
実
技
　

６
月
15
日
㈮
／
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分

⃝
会
場
　
県
南
保
健
福
祉
事
務
所

（
郭
内
）

問
同
事
務
所
☎
㉒
５
４
８
７

⃝
日
時
　
５
月
20
日
㈰
／
午
後
１

時
か
ら　
※
小
雨
決
行

⃝
会
場
　
白
河
小
峰
城
芝
生
広
場

⃝
内
容
　
神
事
、
中
村
流
・
戸
山

流
・
山
之
井
流
・
試
斬

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安

心
・
安
全
に
道
路
を
利
用
で
き
る

よ
う
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、

点
検
や
修
繕
を
行
っ
て
い
ま
す
。

事
故
等
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
箇
所
を
発
見
し
た
場

合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
道
路
の
陥
没
（
穴
）
・
道
路
側

溝
蓋
の
破
損　
▽
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
破
損　
▽
道
路

22

ま
ち
か
ど
伝
言
板

案
内
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《①評価額の縦覧》
　平成24年度の土地価格等縦覧帳簿（注１）および家屋
価格等縦覧帳簿の縦覧を行います。
　これにより、納税者が他の土地や家屋との比較を通じて
自己の土地や家屋の評価が適正かどうか判断できるように
なります。固定資産税が非課税となる土地や家屋の所有者
は、縦覧の対象とはなりません。また、土地のみ課税され
ている方は、土地のみの縦覧になります（家屋のみも同様）。
⃝縦覧期間
　６月１日㈮～７月２日㈪　※平日のみ／午前８時30分
　～午後５時
⃝縦覧できる方　
　市内に所在する土地・家屋の固定資産税の納税者
⃝縦覧手数料　無料
《②税額等の閲覧》
　平成24年度の固定資産課税台帳（注２）の閲覧を行い
ます。
⃝閲覧期間　
　６月１日㈮～平成25年３月29日㈮　※平日のみ／午前
　８時30分～午後５時
⃝閲覧できる方　
　固定資産税の納税義務者や借地借家人など
⃝閲覧手数料
　１件300円（一納税義務者の閲覧が１件となります）
　※縦覧期間中に納税者が閲覧する場合は無料です。
《①②共通》
⃝縦覧・閲覧場所
　本庁舎課税課（市役所１階）／各庁舎総務課
⃝手続きに必要な書類など
　◇納税通知書、運転免許証、健康保険証など　　　　　
　◇法人などで、代表者が申請する場合は代表者の印鑑、
　　代表者以外の方が申請する場合は委任状
　◇代理人は委任状
　◇借地借家人は契約書の原本
　◇年途中で取得した所有者および訴訟当事者は、関係書
　　の原本　
《③平成24年度固定資産税納税通知書》
　６月８日㈮に送付しますので、課税資産明細書の内容を
ご確認ください。　　  　　　　　　　　　　　　　　
⃝注１＝縦覧帳簿　　
　課税台帳に記載されている内容のうち、土地については、
　所在・番地・地目・地積・価格が、家屋については、所
　在・種類・構造・床面積・価格が記載されています。
⃝注２＝固定資産課税台帳
　固定資産の評価は、総務大臣が定めた固定資産評価基準
　に基づいて行われ、市長がその評価を決定し、この価格
　をもとに課税標準額を算出します。決定された価格や課
　税標準額は、固定資産課税台帳に登録されます。　
問本庁舎課税課　内2130・2131・2132／各庁舎総務課
　表郷☎㉜2112　大信☎㊻2111　東☎㉞2112

平成24年度固定資産税縦覧等 道
路
の
維
持
管
理

飼
い
犬
の
し
つ
け
方
教
室

第
13
回
中
村
流
抜
刀
道
・
戊
辰

の
役
戦
没
者
慰
霊
祭
奉
納
演
武

無
料
調
停
相
談

   

白
河
市
長
　

　     

鈴
木
　
和
夫

『
神
に
近
づ
い
た
二
人 

』

市
長
の

手
控
え
帖

等
・
功
一
級
・
伯
爵
。
目
も
く
ら
む
栄
誉
で
す
。

　

し
か
し
、
心
の
内
に
は
寒
々
と
し
た
光
景
が

広
が
っ
て
い
た
。
旅
順
で
は
策
を
講
じ
な
い
ま

ま
、
機
関
銃
の
前
に
死
者
の
山
を
な
す
。
兵
士
の

勇
敢
さ
と
忠
義
に
頼
り
す
ぎ
た
。
乃
木
は
後
悔
の

念
に
苛さ

い
な

ま
れ
、
漢
詩
「
凱
旋
」
に
こ
う
謳
う
。「
戦

死
者
は
山
の
よ
う
。
ど
の
面
さ
げ
て
兵
士
の
親
御

さ
ん
に
会
え
よ
う
。
凱
旋
の
今
日　
何
人
帰
っ
た

か
」
慙ざ

ん
き愧
の
告
白
で
あ
る
。
後
ろ
め
た
さ
と
自
責

か
ら
日
本
に
帰
り
た
く
な
い
と
い
っ
た
。
帰
国
し

て
も
、
晴
れ
が
ま
し
い
舞
台
に
は
立
た
な
か
っ
た
。

乃
木
は
二
人
の
息
子
を
失
っ
た
。
長
男
は
渡
満
の

前
、
次
男
は
旅
順
攻
撃
で
。
次
男
死
す
の
知
ら
せ

に
、「
よ
く
ぞ
戦
死
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
で
世
間
に

申
し
訳
が
立
つ
」
と
述
べ
た
と
い
う
。

　
遡

さ
か
の
ぼる
こ
と
30
年
、
乃
木
に
は
生
涯
の
痛
恨
事
が

あ
っ
た
。
連
隊
長
と
し
て
出
陣
し
た
西
南
戦
争
で
、

天
皇
か
ら
賜
わ
っ
た
軍
旗
を
敵
に
奪
わ
れ
た
。
切

腹
も
の
と
、
ひ
ど
く
こ
れ
を
恥
じ
、
そ
の
後
ず
っ

と
死
に
場
所
を
探
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
長
州

閥
の
庇
護
の
下
、
順
調
に
出
世
し
た
が
、
決
し
て

有
能
で
は
な
か
っ
た
。
台
湾
総
督
時
に
も
文
官
と

衝
突
し
途
中
で
辞
任
す
る
な
ど
、
指
揮
・
軍
略
・

統
治
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
、
盟
友
児
玉
源
太
郎
に

は
及
ば
な
い
。
し
か
し
、
人
間
と
し
て
の
高
い
精

神
性
・
純
粋
さ
で
は
他
を
圧
し
て
い
る
。

　

大
正
元
年
９
月
13
日
。
明
治
天
皇
大
葬
の
日
、

静
子
夫
人
と
と
も
に
自
刃
。
や
っ
と
時
を
得
、
安

ら
か
な
心
境
で
逝
っ
た
も
の
と
思
う
。
乃
木
の
無

私
で
、
愚
直
な
ま
で
の
ひ
た
む
き
さ
。
そ
の
気
高

い
魂
に
人
は
頭
を
垂
れ
、
や
が
て
神
と
な
っ
た
。

　

こ
の
年
に
生
を
受
け
た
人
に
双
葉
山
が
い
る
。

い
ま
だ
破
ら
れ
ぬ
69
連
勝
。
不
世
出
の
大
横
綱
。

し
か
し
双
葉
山
は
常
人
を
超
え
る
素
質
に
は
恵
ま

れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
幼
い
頃
右
目
を

　
桜
の
頃
も
過
ぎ
新
緑
の
季
節
で
す
。
昨
年
を
思

う
と
桜
を
賞
で
、
緑
を
楽
し
む
日
々
の
暮
ら
し
が
、

い
か
に
い
と
お
し
い
も
の
で
あ
る
か
を
感
じ
ま
す
。

　
色
々
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
原
子
力

損
害
賠
償
も
ひ
と
ま
ず
落
ち
着
き
ま
し
た
。
説
明

の
つ
か
な
い
線
引
き
。
客
観
的
・
公
平
に
行
っ
た

と
態
度
を
変
え
な
い
文
部
科
学
省
。
国
で
決
め
た

区
域
外
は
支
払
え
な
い
と
逃
げ
る
東
京
電
力
。
厳

し
い
交
渉
の
末
、
白
河
の
放
射
線
量
の
高
さ
を
認

め
、
東
電
が
賠
償
に
応
じ
た
。
こ
れ
に
加
え
、
原

子
力
災
害
へ
の
応
急
対
策
と
し
て
県
に
積
ん
で
あ

る
基
金
を
充
て
る
こ
と
で
矛
を
収
め
た
。
悲
惨
な

事
故
を
起
こ
し
た
当
事
者
意
識
に
欠
け
る
国
・
東

電
の
姿
勢
に
は
、
今
も
っ
て
腹
立
た
し
い
限
り
。

今
度
の
件
で
、
自
ら
の
地
域
は
自
ら
で
守
る
、
理

不
尽
な
こ
と
に
は
声
を
あ
げ
行
動
に
移
す
こ
と
の

大
事
さ
を
身
を
も
っ
て
知
り
ま
し
た
。

　
大
正
か
ら
百
年
。
こ
の
年
に
生
を
終
え
た
人
に

陸
軍
大
将
乃の

ぎ木
希ま

れ
す
け典
が
い
る
。
い
わ
ず
と
知
れ
た

日
露
戦
争
の
立
役
者
。
教
科
書
に
美
徳
を
謳
わ
れ
、

神
社
に
も
祀
ら
れ
、
乃
木
坂
と
い
う
地
名
も
あ
る
。

苦
難
の
末
旅
順
の
「
永
久
要
塞
」
を
落
と
し
、
奉

天
で
も
勝
利
。
凱
旋
将
軍
と
し
て
歓
呼
の
声
で
迎

え
ら
れ
る
。
敵
兵
へ
の
寛
大
な
処
置
、
敗
軍
の
将

ス
テ
ッ
セ
ル
を
武
人
と
し
て
遇
し
、
そ
の
名
誉
を

守
っ
た
振
舞
い
は
、
国
際
的
に
も
讃
え
ら
れ
た
。

明
治
天
皇
の
信
任
厚
く
、
昭
和
天
皇
を
養
育
す
る

学
習
院
院
長
の
指
名
を
受
け
る
。
従
二
位
・
勲
一

失
明
、
右
小
指
の
先
は
な
い
。
た
だ
「
ど
の
力
士

よ
り
一
枚
だ
け
強
い
」
と
脱
帽
さ
せ
る
。
わ
ず
か

に
上
回
る
技
と
体
。
し
か
し
「
心
」
で
大
き
く
上

回
っ
て
い
た
。
若
い
う
ち
は
一
進
一
退
、
う
っ
ち

ゃ
り
相
撲
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
い
つ
し
か
右
四

つ
か
ら
の
寄
り
、
投
げ
の
型
が
で
き
る
。
し
か
も
、

常
に
受
け
て
立
つ
。
立
ち
遅
れ
た
か
に
見
え
て
も
、

す
ぱ
っ
と
右
四
つ
に
組
み
止
め
る
。
誰
も
及
ば
な

い
「
後
の
先
」
の
境
地
に
達
し
た
。

　
こ
こ
ま
で
漕
ぎ
着
け
る
に
は
名
力
士
玉
錦
の
存

在
が
あ
っ
た
。
全
く
歯
が
た
た
な
い
先
輩
を
破
ら

ん
と
の
必
死
の
稽
古
。
力
が
入
れ
変
わ
り
王
者
が

誕
生
し
た
。
打
倒
双
葉
の
意
気
に
燃
え
る
出
羽
一

門
は
秘
策
を
練
る
。
ま
と
も
で
は
無
理
と
「
け
た

ぐ
り
」
や
「
変
化
」
に
か
け
る
。
し
か
し
、
仕
切

り
を
重
ね
る
う
ち
、
双
葉
山
の
悠ゆ

う
よ
う揚
迫
ら
ぬ
態
度

に
呑
み
こ
ま
れ
る
。「
半
端
相
撲
で
勝
っ
て
も
意
味

が
な
い
」
と
思
い
直
し
た
と
の
こ
と
。
す
で
に
土

俵
人
格
で
勝
負
あ
り
。
外け

れ
ん連
を
し
か
け
よ
う
と
す

る
相
手
に
恥
と
思
わ
せ
る
威
光
。
双
葉
山
は
、
目

の
前
の
力
士
で
は
な
く
、
相
撲
の
神
と
向
き
合
っ

て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　
70
連
勝
潰
え
た
日
、
心
の
師
に
「
我
、
い
ま
だ

木も
っ

鶏け
い

た
り
え
ず
」
と
嘆
い
た
と
い
う
。
そ
の
若
さ

に
し
て
、
常
人
に
は
た
ど
り
着
け
な
い
「
精
神
の

高
み
」
に
自
己
を
昇
華
さ
せ
た
。
双
葉
山
は
、
不

動
の
心
を
養
い
相
撲
道
を
極
め
よ
う
と
し
た
。
神

に
近
づ
い
た
伝
説
の
力
士
で
す
。

　
写
真
で
二
人
の
顔
を
見
る
。
双
葉
山
は
求
道
士

の
よ
う
な
威
厳
と
風
格
を
た
た
え
て
い
る
。
乃
木

は
心
の
鏡
に
己
の
姿
を
映
し
、
全
て
を
さ
ら
け
出

し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
立
派
な
風
貌
。
今
は
肩
書

き
は
一
流
だ
が
貧
相
な
人
ば
か
り
。
生
活
が
豊
か

に
な
る
に
つ
れ
品
性
は
失
わ
れ
て
い
っ
た
。
乃
木

・
双
葉
山
の
よ
う
な
人
格
と
風
貌
を
持
っ
た
人
物

を
と
願
う
の
は
無
理
で
し
ょ
う
か
。


